
(57)【要約】

【課題】　体腔内の空気が逆流して体外へ漏れるのを防

止し、さらに、体腔内の気圧が必要以上に高くなるのを

防止することにより、体腔内観察を正確に行なえるよう

にした親子式内視鏡システムにおける子内視鏡挿入補助

具を提供する。

【解決手段】　相対摺動自在に結合された大径筒状体４

５と小径筒状体４１とを有する伸縮筒状体と、この伸縮

筒状体の一方の外端部に形成された上記入口側開口との

接続部及び他方の外端部に形成された入口端部と、上記

小径筒状体と大径筒状体の筒状摺動面に介在する、該筒

状摺動面を気密に保持するＯリングＯＬ１と、を備える

ことを特徴とする親子式内視鏡システムにおける子内視

鏡挿入補助具。

【選択図】　図９
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
親 内 視 鏡 の 挿 入 用 管 路 に 子 内 視 鏡 の 挿 入 部 を 挿 入 す る と き 、 該 挿 入 管 路 の 入 口 側 開 口 に 装
着 さ れ る 子 内 視 鏡 挿 入 補 助 具 に お い て 、
　 相 対 摺 動 自 在 に 結 合 さ れ た 大 径 筒 状 体 と 小 径 筒 状 体 と を 有 す る 伸 縮 筒 状 体 と 、
　 こ の 伸 縮 筒 状 体 の 一 方 の 外 端 部 に 形 成 さ れ た 上 記 入 口 側 開 口 と の 接 続 部 及 び 他 方 の 外 端
部 に 形 成 さ れ た 入 口 端 部 と 、
　 上 記 小 径 筒 状 体 と 大 径 筒 状 体 の 筒 状 摺 動 面 に 介 在 す る 、 該 筒 状 摺 動 面 を 気 密 に 保 持 す る
Ｏ リ ン グ と 、
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 親 子 式 内 視 鏡 シ ス テ ム に お け る 子 内 視 鏡 挿 入 補 助 具 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ 記 載 の 親 子 式 内 視 鏡 シ ス テ ム に お け る 子 内 視 鏡 挿 入 補 助 具 に お い て 、
　 そ の 内 周 面 が 上 記 子 内 視 鏡 の 外 周 面 に 気 密 状 態 で 接 触 し 、 上 記 伸 縮 筒 状 体 の 上 記 入 口 端
部 に 嵌 合 さ れ る 筒 状 体 と 、
　 こ の 筒 状 体 の 外 周 面 と 上 記 伸 縮 筒 状 体 の 入 口 側 端 部 の 内 周 面 と の 間 を 気 密 に 保 持 す る Ｏ
リ ン グ と 、 を 備 え る 親 子 式 内 視 鏡 シ ス テ ム に お け る 子 内 視 鏡 挿 入 補 助 具 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 親 子 式 内 視 鏡 シ ス テ ム に お け る 子 内 視 鏡 挿 入 補 助 具 に お い て 、
　 上 記 伸 縮 筒 状 体 の 内 部 管 路 と そ の 外 部 空 間 と を 連 通 す る 連 通 管 路 に 、 常 時 は 該 内 部 管 路
と 外 部 空 間 の 間 の 気 体 の 流 れ を 遮 断 し 、 該 内 部 管 路 内 の 気 圧 が 所 定 値 を 超 え た と き 内 部 管
路 か ら 外 部 空 間 へ の 気 体 の 流 出 を 許 容 す る 逆 止 弁 機 構 を 設 け た 親 子 式 内 視 鏡 シ ス テ ム に お
け る 子 内 視 鏡 挿 入 補 助 具 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 ３ 記 載 の 親 子 式 内 視 鏡 シ ス テ ム に お け る 子 内 視 鏡 挿 入 補 助 具 に お い て 、
　 上 記 逆 止 弁 機 構 が 、
　 上 記 連 通 管 路 の 内 面 に 気 密 状 態 で 摺 動 し 、 常 時 は 連 通 管 路 の 上 記 外 部 空 間 と 連 通 す る 出
口 側 開 口 よ り 上 記 内 部 管 路 と 連 通 す る 入 口 側 開 口 側 に 位 置 し て 上 記 内 部 管 路 と 外 部 空 間 の
間 の 気 体 の 流 れ を 遮 断 す る 摺 動 弁 と 、
　 該 摺 動 弁 を 上 記 出 口 側 開 口 よ り 上 記 入 口 側 開 口 側 に 位 置 す る よ う に 付 勢 し 、 該 内 部 管 路
内 の 気 圧 が 上 記 所 定 値 を 超 え た と き 、 該 気 圧 に よ っ て 上 記 摺 動 弁 が 上 記 出 口 側 開 口 を 超 え
て 移 動 し 該 出 口 側 開 口 を 開 放 す る の を 許 容 す る 付 勢 手 段 と 、 を 備 え る 親 子 式 内 視 鏡 シ ス テ
ム に お け る 子 内 視 鏡 挿 入 補 助 具 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 ４ 記 載 の 親 子 式 内 視 鏡 シ ス テ ム に お け る 子 内 視 鏡 挿 入 補 助 具 に お い て 、
　 上 記 付 勢 手 段 が 引 張 ば ね で あ る 親 子 式 内 視 鏡 シ ス テ ム に お け る 子 内 視 鏡 挿 入 補 助 具 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 親 内 視 鏡 の 挿 入 用 管 路 に 子 内 視 鏡 の 挿 入 部 を 挿 入 し 、 子 内 視 鏡 の 挿 入 部 先 端
を 親 内 視 鏡 の 挿 入 部 先 端 か ら 外 部 に 突 出 さ せ る 親 子 式 内 視 鏡 シ ス テ ム に お い て 上 記 挿 入 用
管 路 の 入 口 側 開 口 に 装 着 さ れ る 子 内 視 鏡 挿 入 補 助 具 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 親 内 視 鏡 の 挿 入 用 管 路 に 子 内 視 鏡 の 挿 入 部 を 挿 入 し 、 子 内 視 鏡 の 挿 入 部 先 端 を 親 内 視 鏡
の 挿 入 部 先 端 か ら 外 部 に 突 出 さ せ る 親 子 式 内 視 鏡 シ ス テ ム に つ い て は 、 例 え ば 特 許 文 献 １
に 記 載 さ れ て い る 。
　 こ の 特 許 文 献 １ の 発 明 で は 、 親 内 視 鏡 の 挿 入 用 管 路 の 入 口 側 開 口 に 子 内 視 鏡 挿 入 補 助 具
の 一 端 を 装 着 し 、 子 内 視 鏡 挿 入 補 助 具 の 他 端 か ら 子 内 視 鏡 の 挿 入 部 を 挿 入 し て 、 子 内 視 鏡
の 挿 入 部 を 親 内 視 鏡 の 挿 入 用 管 路 を 通 し て 親 内 視 鏡 の 挿 入 部 の 先 端 面 か ら 外 部 に 突 出 さ せ
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て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 子 内 視 鏡 挿 入 補 助 具 は 、 大 径 筒 状 体 と こ の 大 径 筒 状 体 よ り 小 径 で 大 径 筒 状 体 内 に 摺 動 自
在 に 嵌 合 さ れ る 小 径 筒 状 体 と を 具 備 し て い る 。 小 径 筒 状 体 の 先 端 部 は 親 内 視 鏡 に 接 続 さ れ
、 大 径 筒 状 体 の 基 端 側 開 口 部 か ら 大 径 筒 状 体 及 び 小 径 筒 状 体 の 内 部 管 路 に 子 内 視 鏡 の 挿 入
部 が 挿 入 さ れ る 。 そ し て 、 大 径 筒 状 体 と 小 径 筒 状 体 を 相 対 ス ラ イ ド さ せ る こ と に よ り 子 内
視 鏡 挿 入 補 助 具 の 全 長 を 変 え る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ３ １ ３ ７ ９ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 特 許 文 献 １ の 発 明 で は 、 大 径 筒 状 体 と 小 径 筒 状 体 の 間 に 気 体 が 流 通 可 能 な 隙 間 が
形 成 さ れ て い る た め 、 子 内 視 鏡 ま た は 親 内 視 鏡 か ら 体 腔 内 に 送 気 し た 空 気 の 一 部 が 逆 流 し
て こ の 隙 間 か ら 外 部 （ 体 外 ） に 漏 れ る お そ れ が あ っ た 。 こ の よ う に 空 気 が 漏 れ る と 、 体 腔
内 観 察 を 正 確 に 行 え な く な っ て し ま う 。
　 ま た 、 大 径 筒 状 体 の 基 端 側 開 口 部 と 子 内 視 鏡 と の 間 に も 隙 間 が 形 成 さ れ る の で 、 こ の 隙
間 か ら も 体 腔 内 に 送 気 し た 空 気 の 一 部 が 漏 れ る お そ れ が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 さ ら に 体 腔 内 の 気 圧 が 必 要 以 上 に 高 く な っ た 場 合 も 体 腔 内 観 察 を 正 確 に 行 え な く な る が
、 従 来 の 子 内 視 鏡 挿 入 補 助 具 に は 体 腔 内 の 気 圧 が 必 要 以 上 に 高 く な る の を 防 止 す る 機 能 が
な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 体 腔 内 の 空 気 が 逆 流 し て 体 外 へ 漏 れ る の を 防 止 し 、 さ ら に 、 体 腔 内 の
気 圧 が 必 要 以 上 に 高 く な る の を 防 止 す る こ と に よ り 、 体 腔 内 観 察 を 正 確 に 行 な え る よ う に
し た 親 子 式 内 視 鏡 シ ス テ ム に お け る 子 内 視 鏡 挿 入 補 助 具 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 親 子 式 内 視 鏡 シ ス テ ム に お け る 子 内 視 鏡 挿 入 補 助 具 は 、 親 内 視 鏡 の 挿 入 用 管 路
に 子 内 視 鏡 の 挿 入 部 を 挿 入 す る と き 、 該 挿 入 管 路 の 入 口 側 開 口 に 装 着 さ れ る 子 内 視 鏡 挿 入
補 助 具 に お い て 、 相 対 摺 動 自 在 に 結 合 さ れ た 大 径 筒 状 体 と 小 径 筒 状 体 と を 有 す る 伸 縮 筒 状
体 と 、 こ の 伸 縮 筒 状 体 の 一 方 の 外 端 部 に 形 成 さ れ た 上 記 入 口 側 開 口 と の 接 続 部 及 び 他 方 の
外 端 部 に 形 成 さ れ た 入 口 端 部 と 、 上 記 小 径 筒 状 体 と 大 径 筒 状 体 の 筒 状 摺 動 面 に 介 在 す る 、
該 筒 状 摺 動 面 を 気 密 に 保 持 す る Ｏ リ ン グ と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 そ の 内 周 面 が 上 記 子 内 視 鏡 の 外 周 面 に 気 密 状 態 で 接 触 し 、 上 記 伸 縮 筒 状 体 の 上 記 入 口 端
部 に 嵌 合 さ れ る 筒 状 体 と 、 こ の 筒 状 体 の 外 周 面 と 上 記 伸 縮 筒 状 体 の 入 口 側 端 部 の 内 周 面 と
の 間 を 気 密 に 保 持 す る Ｏ リ ン グ と 、 を 備 え る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 伸 縮 筒 状 体 の 内 部 管 路 と そ の 外 部 空 間 と を 連 通 す る 連 通 管 路 に 、 常 時 は 該 内 部 管 路
と 外 部 空 間 の 間 の 気 体 の 流 れ を 遮 断 し 、 該 内 部 管 路 内 の 気 圧 が 所 定 値 を 超 え た と き 内 部 管
路 か ら 外 部 空 間 へ の 気 体 の 流 出 を 許 容 す る 逆 止 弁 機 構 を 設 け た る の が 実 際 的 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 逆 止 弁 機 構 が 、 上 記 連 通 管 路 の 内 面 に 気 密 状 態 で 摺 動 し 、 常 時 は 連 通 管 路 の 上 記 外
部 空 間 と 連 通 す る 出 口 側 開 口 よ り 上 記 内 部 管 路 と 連 通 す る 入 口 側 開 口 側 に 位 置 し て 上 記 内
部 管 路 と 外 部 空 間 の 間 の 気 体 の 流 れ を 遮 断 す る 摺 動 弁 と 、 該 摺 動 弁 を 上 記 出 口 側 開 口 よ り
上 記 入 口 側 開 口 側 に 位 置 す る よ う に 付 勢 し 、 該 内 部 管 路 内 の 気 圧 が 上 記 所 定 値 を 超 え た と
き 、 該 気 圧 に よ っ て 上 記 摺 動 弁 が 上 記 出 口 側 開 口 を 超 え て 移 動 し 該 出 口 側 開 口 を 開 放 す る
の を 許 容 す る 付 勢 手 段 と 、 を 備 え る の が 実 際 的 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
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　 上 記 付 勢 手 段 は 例 え ば 引 張 ば ね に よ っ て 構 成 で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 体 腔 内 の 空 気 が 子 内 視 鏡 挿 入 補 助 具 側 に 逆 流 し て も 子 内 視 鏡 挿 入 補 助
具 か ら 体 外 へ 漏 れ る の が 防 止 さ れ る 。 さ ら に 、 体 腔 内 の 気 圧 が 必 要 以 上 に 高 く な る の を 防
止 で き る の で 、 体 腔 内 観 察 を 正 確 に 行 な え る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に つ い て 添 付 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
　 ま ず 、 図 １ に 示 す よ う に 本 発 明 を 適 用 し た 親 子 式 内 視 鏡 シ ス テ ム １ ０ ０ は 大 き な 構 成 要
素 と し て 、 親 内 視 鏡 ２ ０ と 子 内 視 鏡 ３ ０ と 子 内 視 鏡 挿 入 補 助 具 ４ ０ を 具 備 し て い る 。
　 周 知 の よ う に 親 内 視 鏡 ２ ０ は 、 操 作 部 ２ １ と 、 挿 入 部 ２ ２ と 、 操 作 部 ２ １ と 挿 入 部 ２ ２
を 接 続 す る 連 結 部 ２ ３ と を 具 備 し て い る 。 連 結 部 ２ ３ 及 び 挿 入 部 ２ ２ の 内 部 に は 処 置 具 挿
通 チ ャ ン ネ ル （ 挿 入 用 管 路 ） ２ ４ が 形 成 さ れ て お り 、 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル ２ ４ の 先 端 開
口 は 挿 入 部 ２ ２ の 先 端 面 （ 図 示 略 ） に 形 成 さ れ て い る 。 さ ら に 親 内 視 鏡 ２ ０ の 連 結 部 ２ ３
に は 、 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル ２ ４ の 入 口 側 開 口 を な す 接 続 用 端 部 ２ ５ が 形 成 さ れ て お り 、
接 続 用 端 部 ２ ５ の 周 面 に は 雄 ね じ （ 図 示 略 ） が 形 成 さ れ て い る 。
　 周 知 の よ う に 子 内 視 鏡 ３ ０ は 操 作 部 ３ １ と 、 挿 入 部 ３ ２ と 、 操 作 部 ３ １ と 挿 入 部 ３ ２ を
接 続 す る 連 結 部 ３ ３ と を 具 備 し て お り 、 そ の 内 部 に は 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル （ 図 示 略 ） が
形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 子 内 視 鏡 挿 入 補 助 具 ４ ０ は 、 主 だ っ た 構 成 要 素 し て 小 径 筒 状 体 （ 伸 縮 筒 状 体 ） ４ １ と 大
径 筒 状 体 （ 伸 縮 筒 状 体 ） ４ ５ と 筒 状 体 ６ ５ と 締 付 環 ７ ３ と 締 付 環 ７ ６ を 具 備 し て い る 。
　 小 径 筒 状 体 ４ １ は 合 成 樹 脂 に よ り 一 体 成 形 さ れ た 筒 状 体 で あ り そ の 両 端 が 開 口 し て い る
。 小 径 筒 状 体 ４ １ の 先 端 部 に は 、 内 周 側 に 雌 ね じ 孔 ４ ２ が 形 成 さ れ た 接 続 用 口 金 ４ ３ が 一
体 的 に 固 着 さ れ て い る 。 接 続 用 口 金 ４ ３ の 雌 ね じ 孔 ４ ２ を 接 続 用 端 部 ２ ５ の 雄 ね じ に 螺 合
す る と 、 接 続 用 口 金 ４ ３ が 接 続 用 端 部 ２ ５ に 固 定 さ れ 、 接 続 用 端 部 ２ ５ と 小 径 筒 状 体 ４ １
が 連 通 す る 。 さ ら に 図 ８ に 示 す よ う に 、 小 径 筒 状 体 ４ １ の 外 周 面 の 後 端 部 近 傍 に は 環 状 凹
部 ４ ４ が 凹 設 さ れ て お り 、 こ の 環 状 凹 部 ４ ４ に は Ｏ リ ン グ Ｏ Ｌ １ が 気 密 状 態 で 嵌 合 固 定 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 大 径 筒 状 体 ４ ５ は 合 成 樹 脂 に よ り 一 体 成 形 さ れ た 筒 状 体 で あ り そ の 両 端 が 開 口 し て い る
。 大 径 筒 状 体 ４ ５ の 内 部 管 路 は 小 径 筒 状 体 ４ １ の 外 径 よ り 大 径 で あ る 。 大 径 筒 状 体 ４ ５ の
先 端 部 ４ ６ に は 周 方 向 に ９ ０ ° 間 隔 で ４ つ の ス リ ッ ト ４ ７ が 形 成 さ れ て お り 、 先 端 部 ４ ６
は 径 方 向 に 弾 性 変 形 可 能 で あ る 。 大 径 筒 状 体 ４ ５ の 外 周 面 に は 先 端 部 ４ ６ と 隣 り 合 う 雄 ね
じ ４ ８ が 形 成 さ れ て い る 。 大 径 筒 状 体 ４ ５ の 後 端 部 ４ ９ に は 周 方 向 に ９ ０ ° 間 隔 で ４ つ の
ス リ ッ ト ５ ０ が 形 成 さ れ て お り 、 後 端 部 ４ ９ は 径 方 向 に 弾 性 変 形 可 能 で あ る 。 大 径 筒 状 体
４ ５ の 外 周 面 に は 後 端 部 ４ ９ に 隣 接 す る 雄 ね じ ５ １ が 形 成 さ れ て い る 。 さ ら に 、 後 端 部 ４
９ の 内 周 面 に は 雌 ね じ ５ ２ が 設 け ら れ て い る （ 図 ９ 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ９ に 示 す よ う に 、 大 径 筒 状 体 ４ ５ の 内 部 管 路 は 、 最 も 径 が 大 き く 最 も 後 方 に 位 置 す る
最 大 径 部 ５ ３ と 、 最 大 径 部 ５ ３ に 隣 接 し 最 大 径 部 ５ ３ よ り 小 径 の 中 間 径 部 ５ ４ と 、 中 間 径
部 ５ ４ の 前 端 部 か ら 大 径 筒 状 体 ４ ５ の 前 端 ま で 延 び る 最 も 径 の 小 さ い 最 小 径 部 ５ ５ と か ら
な っ て い る 。 図 ９ に 示 す よ う に 大 径 筒 状 体 ４ ５ の 後 端 部 ５ ６ は そ れ よ り 前 方 の 部 分 に 比 べ
て 大 径 か つ 肉 厚 で あ る 。 後 端 部 ５ ６ の 内 部 に は 、 周 方 向 に １ ８ ０ ° 間 隔 で 一 対 の 直 線 状 流
路 （ 連 通 管 路 ） ５ ８ が 形 成 さ れ て い る 。 一 対 の 直 線 状 流 路 ５ ８ は 共 に 大 径 筒 状 体 ４ ５ の 軸
線 と 平 行 で あ る 。 直 線 状 流 路 ５ ８ の 後 端 部 近 傍 と 最 小 径 部 ５ ５ の 間 に は 大 径 筒 状 体 ４ ５ の
径 方 向 を 向 く 内 部 連 通 路 （ 連 通 管 路 ） （ 入 口 側 開 口 ） ５ ９ が 形 成 さ れ て お り 、 直 線 状 流 路
５ ８ の 前 端 部 近 傍 と 後 端 部 ５ ６ の 外 周 面 の 間 に は 大 径 筒 状 体 ４ ５ の 径 方 向 を 向 く 外 部 連 通
路 （ 連 通 管 路 ） （ 出 口 側 開 口 ） ６ ０ が 形 成 さ れ て い る 。 即 ち 、 大 径 筒 状 体 ４ ５ の 内 部 空 間
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と 外 部 空 間 は 、 内 部 連 通 路 ５ ９ 、 直 線 状 流 路 ５ ８ 、 及 び 外 部 連 通 路 ６ ０ を 通 じ て 連 通 し て
い る 。 直 線 状 流 路 ５ ８ の 内 部 に は 、 直 線 状 流 路 ５ ８ の 内 周 面 に 気 密 状 態 で 摺 接 す る 摺 動 弁
６ ２ が ス ラ イ ド 自 在 に 収 納 さ れ て い る 。 さ ら に 、 摺 動 弁 ６ ２ の 後 面 と 直 線 状 流 路 ５ ８ の 後
端 面 に は 引 張 ば ね （ 付 勢 手 段 ） Ｓ の 前 後 両 端 が そ れ ぞ れ 固 着 さ れ て お り 、 こ の 引 張 ば ね Ｓ
の 付 勢 力 に よ っ て 摺 動 弁 ６ ２ は 後 方 に 常 に 移 動 付 勢 さ れ て い る 。 こ の た め 常 時 は 図 ９ の 上
半 部 に 示 す よ う に 摺 動 弁 ６ ２ は 外 部 連 通 路 ６ ０ よ り 後 方 に 位 置 し て お り 、 そ の た め 大 径 筒
状 体 ４ ５ の 内 部 管 路 内 の 気 体 は 外 部 連 通 路 ６ ０ か ら 大 径 筒 状 体 ４ ５ の 外 部 に 流 出 不 能 な 状
態 に あ る 。 し か し 、 大 径 筒 状 体 ４ ５ の 内 部 空 間 の 気 圧 が 引 張 ば ね Ｓ の ば ね 定 数 や 摺 動 弁 ６
２ と 直 線 状 流 路 ５ ８ の 摺 動 抵 抗 等 に よ っ て 決 ま る 所 定 値 を 超 え る と 、 こ の 気 圧 （ 空 気 圧 ）
が 引 張 ば ね Ｓ の 付 勢 力 に 抗 し て 摺 動 弁 ６ ２ を 前 方 に 付 勢 し 、 図 ９ の 下 半 部 に 示 す よ う に 摺
動 弁 ６ ２ が 外 部 連 通 路 ６ ０ よ り 前 方 に 移 動 す る 。 従 っ て 、 大 径 筒 状 体 ４ ５ の 内 部 管 路 内 の
気 体 は 内 部 連 通 路 ５ ９ 、 直 線 状 流 路 ５ ８ 、 及 び 外 部 連 通 路 ６ ０ を 通 じ て 大 径 筒 状 体 ４ ５ の
外 部 に 流 出 可 能 と な る 。
　 直 線 状 流 路 ５ ８ 、 内 部 連 通 路 ５ ９ 、 外 部 連 通 路 ６ ０ 、 摺 動 弁 ６ ２ 、 及 び 引 張 ば ね Ｓ は 逆
止 弁 機 構 の 構 成 要 素 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 筒 状 体 ６ ５ は 、 大 径 筒 状 体 ４ ５ の 後 端 開 口 部 に 挿 入 さ れ る と 中 間 径 部 ５ ４ に 嵌 合 す る 前
端 小 径 部 ６ ６ と 、 最 大 径 部 ５ ３ に 嵌 合 す る 後 端 大 径 部 ６ ７ と 、 後 端 大 径 部 ６ ７ の 後 端 に 連
な り 最 大 径 部 ５ ３ の 内 径 よ り 大 径 の 当 接 部 ６ ８ と を 具 備 し て い る 。 後 端 大 径 部 ６ ７ の 外 周
面 に は 大 径 筒 状 体 ４ ５ の 雌 ね じ ５ ２ と 螺 合 可 能 な 雄 ね じ ６ ３ が 形 成 さ れ て お り （ 図 ９ 参 照
） 、 こ の 雄 ね じ ６ ３ を 雌 ね じ ５ ２ に 螺 合 さ せ る と 、 筒 状 体 ６ ５ が 大 径 筒 状 体 ４ ５ に 嵌 合 固
定 さ れ 、 当 接 部 ６ ８ の 前 面 が 大 径 筒 状 体 ４ ５ の 後 端 面 に 当 接 す る 。 筒 状 体 ６ ５ の 内 部 に は
そ の 全 長 に 渡 っ て そ の 両 端 が 開 口 す る 内 部 管 路 ６ ９ が 形 成 さ れ て い る 。 さ ら に 、 前 端 小 径
部 ６ ６ の 外 周 面 に 凹 設 さ れ た 環 状 凹 部 ７ ０ に は Ｏ リ ン グ Ｏ Ｌ ２ が 気 密 状 態 で 嵌 合 し て い る
。
　 締 付 環 ７ ３ は 大 径 筒 状 体 ４ ５ の 後 端 部 及 び そ の 近 傍 に 外 嵌 可 能 な 筒 状 体 で あ り 、 そ の 内
周 面 に 雄 ね じ ５ １ と 螺 合 可 能 な 雌 ね じ 孔 ７ ４ が 形 成 さ れ て い る 。 締 付 環 ７ ３ の 雌 ね じ 孔 ７
４ を 雄 ね じ ５ １ に 対 し て 締 め 付 け 方 向 に 螺 合 す る と ４ つ の 後 端 部 ４ ９ が 内 側 に 押 圧 さ れ る
の で 、 Ｏ リ ン グ Ｏ Ｌ ２ は 中 間 径 部 ５ ４ の 内 周 面 に 気 密 状 態 で 摺 動 可 能 に 接 触 す る 。
　 締 付 環 ７ ６ は 先 端 部 ４ ６ に 外 嵌 す る 筒 状 体 で あ り 、 そ の 内 周 面 に は 雄 ね じ ４ ８ と 螺 合 可
能 な 雌 ね じ 孔 ７ ７ が 形 成 さ れ 、 さ ら に 内 周 面 に は 環 状 当 接 部 ７ ８ が 固 着 さ れ て い る 。 図 ８
に 示 す よ う に 小 径 筒 状 体 ４ １ の 後 端 部 を 大 径 筒 状 体 ４ ５ の 先 端 部 ４ ６ の 内 部 に 嵌 合 し た 状
態 で 締 付 環 ７ ６ は 先 端 部 ４ ６ に 外 嵌 し 、 雌 ね じ 孔 ７ ７ を 雄 ね じ ４ ８ に 対 し て 締 め 付 け 方 向
に 螺 合 す る と 、 環 状 当 接 部 ７ ８ が 先 端 部 ４ ６ を 内 側 に 押 圧 す る の で ４ つ の 先 端 部 ４ ６ が 内
側 に 弾 性 変 形 す る 。 す る と 、 Ｏ リ ン グ Ｏ Ｌ １ が 最 小 径 部 ５ ５ の 内 周 面 に 気 密 状 態 で 摺 動 可
能 に 接 触 す る 。 さ ら に 互 い に 相 対 移 動 可 能 で あ る 小 径 筒 状 体 ４ １ と 大 径 筒 状 体 ４ ５ の 相 対
位 置 が 固 定 さ れ る の で 、 子 内 視 鏡 挿 入 補 助 具 ４ ０ が 所 望 の 長 さ に 固 定 さ れ る 。 た だ し 、 小
径 筒 状 体 ４ １ と 大 径 筒 状 体 ４ ５ の 間 の 摩 擦 抵 抗 力 は そ れ ほ ど 大 き く な い の で 、 こ れ を 超 え
る 力 で 小 径 筒 状 体 ４ １ と 大 径 筒 状 体 ４ ５ の 一 方 を 軸 線 方 向 に 押 圧 す る と 、 小 径 筒 状 体 ４ １
と 大 径 筒 状 体 ４ ５ は 軸 線 方 向 に 相 対 移 動 し 、 子 内 視 鏡 挿 入 補 助 具 ４ ０ の 全 長 が 変 化 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の よ う に 子 内 視 鏡 挿 入 補 助 具 ４ ０ を 子 内 視 鏡 ３ ０ に 固 定 し た 後 に 、 筒 状 体 ６ ５ の 後 端
開 口 か ら 子 内 視 鏡 ３ ０ の 挿 入 部 ３ ２ を 大 径 筒 状 体 ４ ５ と 小 径 筒 状 体 ４ １ の 内 部 管 路 （ 中 間
径 部 ５ ４ 、 最 小 径 部 ５ ５ ・ ・ ・ ） に 挿 入 す る と 、 挿 入 部 ３ ２ は 子 内 視 鏡 挿 入 補 助 具 ４ ０ を
通 過 し て 親 内 視 鏡 ２ ０ の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル ２ ４ に 入 り 、 挿 入 部 ２ ２ の 先 端 面 に 形 成 さ
れ た 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル ２ ４ の 先 端 開 口 か ら 親 内 視 鏡 ２ ０ の 外 部 に 突 出 す る 。 さ ら に 図
９ に 示 す よ う に 、 子 内 視 鏡 ３ ０ の 外 周 面 が 後 端 大 径 部 ６ ７ の 内 部 管 路 ６ ９ に 気 密 状 態 で 密
接 す る の で 、 子 内 視 鏡 ３ ０ の 外 周 面 と 内 部 管 路 ６ ９ の 間 か ら の 気 体 漏 れ は 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の よ う に 親 内 視 鏡 ２ ０ と 子 内 視 鏡 ３ ０ と 子 内 視 鏡 挿 入 補 助 具 ４ ０ を 一 体 化 す る と 、 小

10

20

30

40

50

(5) JP 2007-37901 A 2007.2.15



径 筒 状 体 ４ １ と 大 径 筒 状 体 ４ ５ の 接 続 部 の 間 が Ｏ リ ン グ Ｏ Ｌ １ の 働 き に よ り 気 密 状 態 と な
り 、 前 端 小 径 部 ６ ６ と 大 径 筒 状 体 ４ ５ の 内 周 面 の 間 が Ｏ リ ン グ Ｏ Ｌ ２ の 働 き に よ り 気 密 状
態 と な り 、 さ ら に 子 内 視 鏡 ３ ０ の 外 周 面 が 内 部 管 路 ６ ９ に 気 密 状 態 で 接 触 す る の で 、 子 内
視 鏡 挿 入 補 助 具 ４ ０ の 内 部 管 路 内 の 空 気 が こ れ ら の 間 か ら 子 内 視 鏡 挿 入 補 助 具 ４ ０ の 外 部
に 漏 れ る こ と は な い 。 そ の た め 、 親 内 視 鏡 ２ ０ の 挿 入 部 ２ ２ 及 び 子 内 視 鏡 ３ ０ の 挿 入 部 ３
２ を 被 験 者 の 体 腔 内 に 挿 入 し 親 内 視 鏡 ２ ０ ま た は 子 内 視 鏡 ３ ０ か ら 該 体 腔 内 に 送 気 を 行 っ
て も 、 該 体 腔 内 の 空 気 が 親 内 視 鏡 ２ ０ の 内 部 空 間 を 逆 流 し 、 こ の 空 気 が 小 径 筒 状 体 ４ １ と
大 径 筒 状 体 ４ ５ の 接 続 部 間 や 、 前 端 小 径 部 ６ ６ と 大 径 筒 状 体 ４ ５ の 内 周 面 の 間 や 、 子 内 視
鏡 ３ ０ の 外 周 面 と 内 部 管 路 ６ ９ の 間 か ら 子 内 視 鏡 挿 入 補 助 具 ４ ０ の 外 部 に 漏 れ る こ と は な
い 。 従 っ て 、 術 者 は 親 内 視 鏡 ２ ０ 及 び 子 内 視 鏡 ３ ０ を 用 い た 体 腔 内 観 察 （ 親 内 視 鏡 ２ ０ や
子 内 視 鏡 ３ ０ の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル に 挿 通 し た 処 置 具 を 用 い た 処 置 を 含 む ） を 正 確 に 行
な う こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 さ ら に 、 仮 に 体 腔 内 （ 子 内 視 鏡 挿 入 補 助 具 ４ ０ 内 ） の 気 圧 が 体 腔 内 観 察 に 影 響 を 与 え る
ほ ど 高 ま り 上 記 所 定 値 を 超 え る と 、 引 張 ば ね Ｓ の 付 勢 力 に 抗 し て 摺 動 弁 ６ ２ が 外 部 連 通 路
６ ０ を 超 え て 前 方 に 移 動 す る の で 、 体 腔 内 の 空 気 が 外 部 連 通 路 ６ ０ か ら 子 内 視 鏡 挿 入 補 助
具 ４ ０ の 外 部 に 排 出 さ れ る 。 そ し て 、 排 出 さ れ る こ と に よ り 体 腔 内 （ 子 内 視 鏡 挿 入 補 助 具
４ ０ 内 ） の 空 気 圧 が 上 記 所 定 値 以 下 に な る と 引 張 ば ね Ｓ の 付 勢 力 に よ り 摺 動 弁 ６ ２ が 再 度
外 部 連 通 路 ６ ０ を 塞 ぐ 位 置 ま で 後 退 す る 。 従 っ て 、 体 腔 内 に お け る 気 圧 は 常 に 体 腔 内 観 察
を 行 い 易 い 状 態 に 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 上 説 明 し た 本 実 施 形 態 で は 親 内 視 鏡 ２ ０ 及 び 子 内 視 鏡 ３ ０ は 電 子 内 視 鏡 で あ っ て も 、
電 子 内 視 鏡 で は な い ス コ ー プ で あ っ て も よ い の は 勿 論 で あ る 。
　 ま た 、 大 径 筒 状 体 ４ ５ の 内 周 面 に 環 状 凹 部 ４ ４ を 凹 設 し て Ｏ リ ン グ Ｏ Ｌ １ を 嵌 合 し た り
、 大 径 筒 状 体 ４ ５ の 内 周 面 に 環 状 凹 部 ７ ０ を 凹 設 し て Ｏ リ ン グ Ｏ Ｌ ２ を 嵌 合 し て も よ い 。
　 さ ら に 、 大 径 筒 状 体 ４ ５ の 前 端 部 を 接 続 用 口 金 ４ ３ に 接 続 し 、 小 径 筒 状 体 ４ １ の 後 端 部
に 筒 状 体 ６ ５ を 装 着 し て も よ い 。
　 さ ら に 、 小 径 筒 状 体 ４ １ 側 に 上 記 逆 止 弁 機 構 を 設 け た り 、 小 径 筒 状 体 ４ １ 側 と 大 径 筒 状
体 ４ ５ 側 双 方 に 逆 止 弁 機 構 を 設 け て も よ い 。
　 さ ら に 、 直 線 状 流 路 ５ ８ に 引 張 ば ね Ｓ を 設 け る 代 わ り に 、 直 線 状 流 路 ５ ８ の 前 端 面 と 摺
動 弁 ６ ２ の 前 面 の 間 に 圧 縮 ば ね （ 付 勢 手 段 ） を 設 け て 摺 動 弁 ６ ２ を 後 方 に 付 勢 し て も よ い
。
　 さ ら に 、 親 内 視 鏡 ２ ０ 、 子 内 視 鏡 ３ ０ 、 子 内 視 鏡 挿 入 補 助 具 ４ ０ の 用 途 は 医 療 に 限 定 さ
れ ず 、 例 え ば 工 業 用 に 用 い る こ と が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 子 内 視 鏡 挿 入 補 助 具 を 利 用 し て 子 内 視 鏡 の 挿 入 部 を 親 内 視 鏡 の 内 部 管 路
に 挿 入 し た 様 子 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 子 内 視 鏡 挿 入 補 助 具 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 子 内 視 鏡 挿 入 補 助 具 に 子 内 視 鏡 の 挿 入 部 を 挿 入 し た と き の 、 両 者 を 固 定 す る 前 の
状 態 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 子 内 視 鏡 挿 入 補 助 具 に 子 内 視 鏡 の 挿 入 部 を 挿 入 し 両 者 を 固 定 し た 様 子 を 示 す 側 面
図 で あ る 。
【 図 ５ 】 大 径 筒 状 体 と 小 径 筒 状 体 を 分 離 し 一 部 を 破 断 し て 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 締 付 環 の 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 締 付 環 の 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 小 径 筒 状 体 と 大 径 筒 状 体 の 接 続 部 を 断 面 視 し て 示 す 拡 大 側 面 図 で あ り 、 上 半 部 は
締 付 環 の 締 め 付 け 量 が 小 さ い と き を 示 し 、 下 半 部 は 締 付 環 の 締 め 付 け 量 が 大 き い と き を 示
す 。
【 図 ９ 】 大 径 筒 状 体 の 要 部 の 一 部 を 断 面 視 し て 示 す 拡 大 側 面 図 で あ り 、 上 半 部 は 内 部 管 路
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の 気 圧 が 所 定 値 以 下 の と き を 示 し 、 下 半 部 は 内 部 管 路 の 気 圧 が 所 定 値 を 超 え た と き を 示 す
。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
１ ０ ０ 　 親 子 式 内 視 鏡 シ ス テ ム
２ ０ 　 　 親 内 視 鏡
２ １ 　 　 操 作 部
２ ２ 　 　 挿 入 部
２ ３ 　 　 連 結 部
２ ４ 　 　 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル （ 挿 入 用 管 路 ）
２ ５ 　 　 接 続 用 端 部 （ 入 口 側 開 口 ）
３ ０ 　 　 子 内 視 鏡
３ １ 　 　 操 作 部
３ ２ 　 　 挿 入 部
３ ３ 　 　 連 結 部
４ ０ 　 　 子 内 視 鏡 挿 入 補 助 具
４ １ 　 　 小 径 筒 状 体 （ 伸 縮 筒 状 体 ）
４ ２ 　 　 雌 ね じ 孔
４ ３ 　 　 接 続 用 口 金
４ ４ 　 　 環 状 凹 部
４ ５ 　 　 大 径 筒 状 体 （ 伸 縮 筒 状 体 ）
４ ６ 　 　 先 端 部
４ ７ 　 　 ス リ ッ ト
４ ８ 　 　 雄 ね じ
４ ９ 　 　 後 端 部
５ ０ 　 　 ス リ ッ ト
５ １ 　 　 雄 ね じ
５ ３ 　 　 最 大 径 部
５ ４ 　 　 中 間 径 部
５ ５ 　 　 最 小 径 部
５ ６ 　 　 後 端 部
５ ８ 　 　 直 線 状 流 路 （ 連 通 管 路 ）
５ ９ 　 　 内 部 連 通 路 （ 連 通 管 路 ） （ 入 口 側 開 口 ）
６ ０ 　 　 外 部 連 通 路 （ 連 通 管 路 ） （ 出 口 側 開 口 ）
６ ２ 　 　 摺 動 弁
６ ５ 　 　 筒 状 体
６ ６ 　 　 前 端 小 径 部
６ ７ 　 　 後 端 大 径 部
６ ８ 　 　 当 接 部
６ ９ 　 　 内 部 管 路
７ ０ 　 　 環 状 凹 部
７ ３ 　 　 締 付 環
７ ４ 　 　 雌 ね じ 孔
７ ６ 　 　 締 付 環
７ ７ 　 　 雌 ね じ 孔
７ ８ 　 　 環 状 当 接 部
Ｏ Ｌ １ 　 Ｏ Ｌ ２ 　 Ｏ リ ン グ
Ｓ 　 　 　 引 張 ば ね （ 付 勢 手 段 ）
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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大直径管状体45和小直径管状体41，并且入口形成在可膨胀管状体的一
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